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「編集後記」 今年も早いものであと1ヶ月、コロナコロナで明けてコロナで閉じる1年ですかねぇ。かなり

沈静化はしたようですがヨーロッパなどでは、また増えているようです。くれぐれもご用心ください。

12月のご案内
○12月5日(日) あじさい公園草刈り・剪定作業 8時～

各町内会からの出役

○12月8日(水) さわやか女性教室 13時30分～

山舟生長生会グラウンド

ゴルフ大会開催
おもしろ川柳コーナー (山の爺や）

○きれいな歯 褒められ入れ歯と 言いそびれ

○育毛剤 伸びてくるのは ヒゲばかり

○自分史に ヤマ場無くして まだ生きる

○助けてと 叫んでビックリ 夢さめる

厳冬の候、地区内の皆様には、ご健勝のこととお慶び申し上げます。

日頃より各活動に協力ありがとうございます。さて、先般8月号で地区内アンケート調査を実

施、結果をお知らせしました。高齢者の増加、若者、子供の減少、一人二人暮らし世帯の増加

が見られます。全国的に見ても東京をはじめ大都市圏への人口集中、地方においても都市部へ

の流出が進み中山間地域の過疎化が深刻であり、伊達市においても同じ傾向にあります。

今まで山舟生は、交流人口を増やし地区の活性化を図るべく数多くの催し（事業）を実施し

てきました。しかしながら地区の実態、振興会の果たす役割を考えた時、人口が減少しても地

区が存続するかぎり行政と地区を結び、行政意志の伝達、地区の意見、要望を行政に届ける組

織として存在しなければなりません。 今後、地区の多くの皆様の協力を得ての事業実施は困

難であり組織についてもスリム化を図り今後持続可能な自治振興会運営に必要なことです。こ

のようなことから今回、事業（活動）及び組織体制について検討委員会を設置し見直しに向け

検討を進めていくこととしました。現在は、審議検討中であり、皆様の賛同を得たのちにお知

らせいたします。

山舟生自治振興会から

あんぽ柿生産最盛期
11月下旬、柿剥きが最盛期、９区

の八巻正さん宅には、東京農業大学

生のボランティアがお手伝いに来た

そうです。

第26回梁川町シルバー作品展開催
11月9日（火）～13日（土）梁川寿センターにおいて高齢者の皆さんが日頃の生活の中で制作した

美術、工芸品等を募集して展示公開し、生きがいづくりと生涯学習の振興に役立てることを目的に開

催されました。当地区からも多数の力作が出品され、市長賞に幕田充さんの陶器、奨励賞は、幕田伸

子さんの切り絵、八巻サツさんの折り紙が受賞されました。写真を紹介します

小春日和の立冬、１１月7日(日) 農村広場にて盛大に開催されま

した。皆さん日頃の練習の成果を存分に発揮され大いに楽しんでプ

レーされました。入賞者は以下の通りです。男性⇒優勝・佐藤末夫、

準優勝・八巻 誠、三位・八巻陽吉、女性⇒優勝・齋藤サトコ、準優勝・

齋藤春子、三位・佐藤正子、（敬称略） 惜しくも入賞を逃した皆さん

も大変お疲れ様でした。


